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１ ⽬的   後輩職員への指導を期待される職員として、研修を通じて⾃分と⾃分の仕事を振返り、 

相⼿に合わせた仕事の教え⽅・指導⽅法を学ぶ。 
 

２ ⽇程・受講環境など   

対 象 

以下の条件を満たす⽅ 
（1）東京都⺠を対象とする社会福祉施設・事業所の⽅ 
（2）後輩職員がおり、その指導・育成にあたっている⽅ 
※２⽇間の全科⽬を受講できる⽅が対象です。 

⽇ 程 

 

【第 1 回】７⽉１８⽇（⽊）・１９⽇（⾦） 【第２回】７⽉２４⽇（⽔）・２５⽇（⽊） 
【第 3 回】８⽉１9 ⽇（⽉）・２０⽇（⽕） 【第４回】８⽉２７⽇（⽕）・２８⽇（⽔）  
 

 

 

 

 

 

必要な 

受 講 

環 境 

 

 

①カメラ・マイク機能付パソコン（1 ⼈ 1 台） 
※閲覧性や操作性の⾯からタブレット・スマートフォンでは受講していただけません。 
※使⽤するパソコンの OS（Windows など）は最新のバージョンに更新してください。 
②インターネット環境（有線接続を推奨。無線接続の場合、回線が途切れる事態が⽬⽴ちます）
③周囲の⾳・声が⼊らない環境（ご利⽤者様の個⼈情報に関する会話内容等が⼊らないよう 
 ご注意ください。また、複数の受講者が同会場にて受講する場合、お互いの⾳声を拾い合わ 
 ないようご配慮ください） 
※研修当⽇に使⽤するパソコン・インターネット環境にて、Zoom ミーティングシステムの 

接続テスト（http://zoom.us/test）を実施し、マイク・スピーカー機能に問題がないか 
ご確認ください。本研修の申込にはこの確認が必須です。 

※Zoom 利⽤における推奨ブラウザなど、動作環境については下記 URL にてご確認ください。 
 なお、本研修の受講において最も望ましいブラウザは「Google Chrome」です。 
 https://support.zoom.us/hc/ja/articles/201362023 

定 員 【第１回】【第４回】各回６０名 【第２回】【第３回】各回１２０名（６０名×２クラス） 
 
 
３ 主催   社会福祉法⼈東京都社会福祉協議会 東京都福祉⼈材センター研修室 
 
 
４ 受講料  １名 ２⽇間 １６，０００円（非課税） 
 

令和６年度 ＯＪＴ・仕事の教え⽅研修 

Zoom によるライブ型 WEB 研修 

【注意】 
※研修時間は 1 ⽇⽬が 9 時 30 分〜17 時、2 ⽇⽬が 10 時〜17 時です。 
※本研修は２⽇間コースです。１⽇のみの参加はできません。 
※１⼈の受講者が複数の回に申し込むことはできません。必ず何れかの回を選択してお申し込み 

ください。 

※お申し込みの前に必ず「開催要項」と「【Zoom】ＯＪＴ・仕事の教え⽅研修ご受講の流れ」をご⼀読ください。 

※本研修は令和５年度に実施した「中堅職員重点テーマ強化研修」と同内容です。ご確認の上、お申込みください。 
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５ 申 込 ⽅ 法  研修受付システム「けんとくん」からお申込みください。 

   ※研修受付システムけんとくん（https://www.kentokun.jp/）にアクセスの上、受講申込フォームに 
必要事項を⼊⼒してお申込みください。令和６年度から変更点がございますので、必ず「【Zoom】 
ＯＪＴ・仕事の教え⽅研修ご受講の流れ」もご⼀読ください。 

 
６ 研修までのスケジュール 
 

コース 申込締切⽇ 
【メール】 

受講決定通知・請求書の 
ダウンロード（受講料振込） 

【郵送・メール】 
研修資料等の送付 

（下記までに送付） 
第 1 回 ５⽉ ７⽇（⽕） ５⽉１７⽇（⾦）〜 ６⽉１２⽇（⽔）頃 

第 2 回 ５⽉２２⽇（⽔） ６⽉ ３⽇（⽉）〜 ６⽉２４⽇（⽉）頃 

第 3 回 ６⽉ ５⽇（⽔） ６⽉２１⽇（⾦）〜 ７⽉１７⽇（⽔）頃 

第 4 回 ６⽉２４⽇（⽉） ７⽉ ５⽇（⾦）〜 ７⽉３１⽇（⽔）頃 

※各回定員に達した場合は申込締切⽇前であっても受付を終了する場合があります。予めご了承ください。 

 

７ お申込みにあたってのご注意 

(1)けんとくんにお申込みいただいたとしても、研修の対象要件に当たらない場合や、定員数の都合等に 
より、受講決定できないこともありますので、ご了承ください。なお、落選の場合も通知いたします。 

(2)受講料は、指定の期⽇までにお⽀払いください。恐れ⼊りますが振込⼿数料は事業所負担でお願いいたし
ます。受講料のお振込み確認後、上記表の期⽇までに下記を送付いたします。 
＜郵  送＞研修資料 
＜メール＞事前課題データ・Zoom 利⽤ガイドデータ・ミーティング ID、パスコード 

(3)研修中⽌の場合、お申込みをいただきました研修受付システム「けんとくん」登録アドレスへのメール等
にてお知らせいたします。 

(4)受講決定後のコース変更は原則いたしません。受講決定通知の確認⽅法は 5 ページ⽬「ご受講の流れ」 
にてご確認ください。 

(5)本研修の出席条件として各プログラム８割以上の参加が求められます。要件に満たない場合は、⽋席扱いと
させていただきますのでご注意ください。なお、本研修は修了証の発⾏はいたしません。 

 (6) 受講料お振込み後の申込者都合によるキャンセルの場合は返⾦いたしません。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

【お問合せ先】社会福祉法⼈東京都社会福祉協議会 東京都福祉⼈材センター研修室（湯沢・⼩俣・⾼柳） 
TEL︓03-5800-3335 

 

 

■事前課題について  
※詳細は受講決定者にお知らせいたします 
①私の仕事、職場紹介シート 
②⾃⼰分析シート 
③上司コメントの受取り 
※事前課題は演習でも使⽤します。研修当⽇はお⼿元に 1 部ご準備のうえご参加ください。 
※事前課題を未提出の場合は受講できません。上司コメント欄への記載も必ずお願いいたします。 
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♪ＯＪＴ・仕事の教え⽅研修 受講者の声♫ 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

♪ＯＪＴ・仕事の教え⽅研修 講師からメッセージ♫ 

 

伊藤 順⼀ ⽒ （⼈材育成のジェイ・アイ・プロジェクト 代表） 

 

 

 
 

近藤 崇之 ⽒ （社会福祉法⼈東京聖新会 向台町地域包括⽀援センター センター⻑） 
 

 

 

 

中⽥ 和樹 ⽒ （⺟⼦⽣活⽀援施設カーサ・ライラック 施設⻑） 
 

 

 

 
＊いずれかの講師が２⽇間通して担当します（担当講師は研修当⽇にご案内します）。 

＊講師の肩書きは令和６年 4 ⽉１⽇現在のものです。 

 

皆さんは、どのようにして担当業務や専⾨職、組織の⼀員としての独り⽴ちをされましたか。 

職場研修の３本柱のなかでもっとも重要であるのは、⽇々の業務の中で⾏われる「ＯＪＴ」です。 

どうぞこの研修を通じて、ご⾃⾝と職場の変⾰のチャンスとしていただければ幸いです。 

グループワークを通して、参加された⽅それぞれの⽴場や悩み等が共有

でき、今後の職務の参考にしたいと思うような話も多くありました。 

「仕事の教え⽅」は、後輩を持つようになった新任職員からリーダー層まで職場では⽋かせないス

キルです。この研修では基本知識の習得だけでなく、⾃分⾃⾝の実践を振り返ることや参加者同⼠

の取り組みからも学び、職業⼈としての⾃信を深めてもらえたらと思います。 

実際に⾃職場を想定してＯＪＴのロールプレイができ、本当に良か

ったです。たくさん発⾒がありました。 

また、⾃分のＯＪＴを⾒直すことで、後輩に対しての関わり⽅を考え

るきっかけになりました。 

昨今は、経験年数に関わらず、誰もが後輩指導のスキルが求められる時代となりました。 

この研修は、普段の皆様の仕事を振り返りながら、それを後輩にどう教えるかという研修です。 

少しでも皆様のお役に⽴てるよう精⼀杯頑張ります。よろしくお願いします。 
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※上記カリキュラム内容は⼀部変更になる場合があります。 
 

   
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年度 ＯＪＴ・仕事の教え⽅研修 カリキュラム 

 プ ロ グ ラ ム ・ 内 容 

【事前課題】「私の仕事、職場紹介シート」の作成＋「⾃⼰分析シート」の作成＋上司コメントの受取り 

⼀
⽇
⽬ 
 

 9:30 
 
10:00 
 
(昼⾷) 
12:20 頃 
 
 
 
 
17:00 

WEB 受講における操作事前確認（9︓15 から Zoom ⼊室開始） 

研修オリエンテーション 

【第１講】「⾃職場における⾃分の⽴ち位置の確認」 

①⾃職場における⾃分の⽴ち位置、⾃分の役割、⾃分への期待を確認する。 

【第２講】「職場におけるコミュニケーション」 

①コミュニケーションの基本を再確認し、後輩指導の際に必要なコミュニケーション 

スキルを学ぶ。 

②コミュニケーションにおける⾃分の傾向を把握する。 

⼆
⽇
⽬ 

10:00 
 
(昼⾷) 
12:00 頃 
 
 
17:00 

【第３講】「業務標準に基づいたＯＪＴ・仕事の教え⽅」 

①業務標準とＯＪＴの基本を学ぶ。 

②これまでの学びを活⽤し、仕事の教え⽅を体験的に理解する。 

【第４講】「私のキャリアデザインと近⽬標」 

① 本研修の学びを振返り、今後に⾃分が⽬指す職員像を明確にする。 




